
議 案 審 議

　
い
ず
れ
学
校
の
様
々
な
設
備

が
老
朽
化
し
、
将
来
的
に
一
度

に
多
額
の
費
用
を
捻
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
更
新
時
期
を
迎

え
る
。
こ
れ
に
備
え
る
資
金
と

し
て
現
在
も
継
続
し
て
積
立
し

て
い
る
。

　

こ
の
基
金
を
使
う
時
は
ど
の

よ
う
な
場
合
か
。

◎
学
校
教
育
施
設
整
備
基
金
に

つ
い
て

◎
生
コ
ン
支
給
事
業
に
つ
い
て

令
和
６
年
度
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算

高
橋
七
重
議
員

問
　

令
和
６
年
度
の
決
算
収
支
差

額
が
、
約
２
億
７
千
81
万
円
で

例
年
並
み
の
黒
字
決
算
。
一
方

で
、
住
民
の
要
望
の
多
い
生
コ

ン
支
給
事
業
は
、
例
年
よ
り
少

高
橋
七
重
議
員

問

◎
ジ
ュ
ピ
ア
ラ
ン
ド
ひ
ら
た
遊

具
賃
借
料
に
つ
い
て

　

年
間
３
９
６
万
円
の
レ
ン
タ

ル
料
を
支
払
っ
て
い
る
こ
と
に

多
く
の
住
民
は
驚
く
。
年
間
の

使
用
状
況
を
鑑
み
、
５
年
の
レ

ン
タ
ル
期
間
が
終
わ
る
前
に
、

次
の
契
約
を
考
え
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

高
橋
七
重
議
員

問

教
育
課
長

答

　
生
コ
ン
支
給
事
業
は
、
毎
年

各
行
政
区
か
ら
多
数
の
要
望
が

出
て
い
る
が
、
担
当
課
で
現
地

を
確
認
し
、
事
業
の
優
先
順
位

を
定
め
予
算
化
し
て
い
る
。
財

源
は
、
過
疎
対
策
事
業
債
を
充

当
し
て
い
る
。

総
務
課
長

答　
遊
具
賃
貸
借
期
間
は
、
令
和

企
画
商
工
課
長

答

三
本
松
和
美
議
員

①　

経
常
経
費
の
見
直
し
に
つ

　

い
て
は
。

②　

特
に
重
点
的
に
し
て
い
る

　

部
分
は
。

③　

基
金
に
つ
い
て
、
特
に
重

　

視
す
る
活
用
方
法
は
。

④　

今
後
大
き
な
事
業
を
展
開

　

し
て
く
上
で
、
ど
の
よ
う
な

　

補
助
金
や
起
債
を
活
用
し
て

　

い
く
の
か
。

再
問

総
務
課
長

①
　
一
般
的
な
事
務
経
費
に
つ

　
い
て
は
、
常
日
頃
職
員
も
心

　
掛
け
経
費
節
減
に
努
め
て
い

　
る
。

②
　
経
費
節
減
は
、
小
さ
な
取

　
り
組
み
を
継
続
し
な
が
ら
経

　
費
節
減
を
し
て
い
き
た
い
。

　
し
か
し
、
職
員
の
賃
金
に
つ

　
い
て
、
今
後
上
昇
す
る
こ
と

　
が
見
込
ま
れ
る
の
で
、
財
源

　
も
適
正
に
確
保
し
た
い
。

　
　
自
主
財
源
の
確
保
は
、
村

　
の
普
通
財
産
の
貸
付
、
売
却

　
等
に
つ
い
て
積
極
的
に
取
り

　
組
ん
で
い
る
。

③
　
基
金
に
関
し
て
は
、
村
は

　
過
去
最
高
の
金
額
を
積
み
た

　
て
て
い
る
が
、
平
田
村
全
体

　
と
し
て
行
政
需
要
が
ど
こ
に

　
あ
る
の
か
を
見
極
め
な
が
ら

　
積
み
立
て
た
い
。

④
　
最
近
新
た
に
設
定
さ
れ
て

　
い
る
事
業
は
、
充
当
率
が
１

　
０
０
％
で
、
交
付
税
措
置
率

　
が
90
％
、
も
し
く
は
、
充
当

　
率
が
90
％
で
、
交
付
税
措
置

　
率
が
50
％
、
高
い
交
付
税
措

　
置
率
の
設
定
さ
れ
て
い
る
起

　
債
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
。
そ
う

　
い
っ
た
情
報
を
常
に
収
集
し

　
な
が
ら
財
源
確
保
に
努
め
て

再
答

　
決
算
額
の
経
常
経
費
は
、
32

億
６
千
６
７
１
万
３
千
円
。
経

常
経
費
は
国
・
県
補
助
金
な
ど

特
定
財
源
も
充
当
し
て
い
る
。

　
新
規
事
業
な
ど
を
実
施
す
る

場
合
、
国
・
県
補
助
金
や
交
付

税
措
置
率
の
高
い
地
方
債
を
活

用
し
て
い
る
。

総
務
課
長

答

　

村
民
へ
色
々
な
事
業
が
展
開

さ
れ
て
い
る
が
、
数
百
万
程
度

の
も
の
も
あ
り
、
１
０
０
～
２

０
０
万
プ
ラ
ス
す
れ
ば
十
分
に

対
応
で
き
る
財
政
力
を
持
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
を

踏
ま
え
て
柔
軟
に
行
っ
て
欲
し

い
。

　

防
災
道
の
駅
で
あ
れ
ば
、
ど

の
よ
う
な
補
助
金
が
活
用
で
き

る
か
。

三
本
松
和
美
議
員

再
々
問

　
財
政
力
に
つ
い
て
は
、
平
田

村
の
財
政
力
に
応
じ
た
、
行
政

需
要
に
応
じ
た
、
住
民
の
要
望

に
応
じ
た
予
算
編
成
を
行
い
有

効
的
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

　
道
の
駅
に
関
し
て
は
、
議
案

審
議
外
と
い
う
こ
と
で
答
弁
は

控
え
る
。

総
務
課
長

再
々
答

な
い
決
算
額
。
せ
め
て
、
例
年

並
み
の
事
業
実
施
は
で
き
な
か

っ
た
の
か
。

10
年
９
月
ま
で
の
７
年
間
。
契

約
終
了
後
の
延
命
化
、
更
新
も

含
め
、
利
用
方
法
な
ど
を
今
か

ら
検
討
し
た
い
。

◎
デ
マ
ン
ド
バ
ス
等
に
つ
い
て

　

「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
導
入

と
併
せ
て
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
、

乗
り
合
い
バ
ス
等
の
導
入
に
つ

い
て
検
討
す
る
」
と
答
弁
し
て

い
た
が
、
こ
の
１
年
ど
ん
な
検

討
を
し
た
か
。

高
橋
七
重
議
員

問

　

一
般
財
源
の
ほ
と
ん
ど
が
経

常
経
費
に
消
え
て
い
る
状
況
で
、

新
規
事
業
に
使
え
る
余
力
は
限

ら
れ
て
い
る
が
、
今
後
ど
う
対

応
す
る
か
。 三

本
松
和
美
議
員

問

　
高
齢
者
の
移
動
支
援
の
一
つ
、

デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
本
村
で
も
委

託
事
業
に
よ
る
実
施
を
協
議
し

た
が
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
確
保
が

で
き
な
い
た
め
進
展
に
至
ら
な

か
っ
た
。

　「
交
通
機
関
が
無
い
か
ら
」

と
い
う
理
由
で
自
治
体
が
取
り

組
ん
で
も
、
必
ず
し
も
課
題
解

決
に
な
る
と
は
限
ら
ず
、
地
理

的
状
況
や
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
加
味

し
た
上
で
引
続
き
慎
重
に
検
討

を
行
う
。

企
画
商
工
課
長

答

◎
令
和
６
年
度
決
算
書
等
に
つ

い
て

　
い
る
。

◎
観
光
振
興
事
業
に
つ
い
て

　

令
和
７
年
度
の
決
算
で
は
、

７
千
83
万
円
を
ジ
ュ
ピ
ア
に
支

出
。
特
に
、
平
田
村
産
業
振
興

公
社
指
定
管
理
料
と
運
営
費
補

助
で
６
千
１
０
０
万
円
計
上
し

三
本
松
和
美
議
員

問

　

一
般
会
計
予
算
や
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
に
対
す
る

質
疑
応
答
の
内
容
を
、
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

議
　
案
　
審
　
議

議
　
案
　
審
　
議

議
　
案
　
審
　
議
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議 案 審 議

①　

事
業
収
入
は
運
営
面
に
も

　

影
響
が
あ
る
た
め
、
収
入
増

　

加
の
た
め
の
検
証
は
絶
え
ず

　

行
っ
て
い
く
。

②　

事
業
収
入
増
加
は
も
ち
ろ

　

ん
、
収
支
を
含
め
た
産
業
振

　

興
公
社
と
し
て
の
企
業
努
力

　

も
必
要
で
あ
る
。

③　

費
用
対
効
果
な
ど
を
十
分

　

検
証
し
、
課
題
も
把
握
し
な

　

が
ら
、
適
正
化
に
努
め
て
い

企
画
商
工
課
長

答

三
本
松
和
美
議
員

①
　
村
の
依
存
を
減
ら
す
こ
と

　
が
大
事
で
あ
り
、
毎
年
の
事

　
業
収
入
割
合
を
ど
の
程
度
に

　
高
め
る
の
か
。

②
　
依
存
を
長
期
化
す
る
こ
と

　
で
、
村
財
政
を
圧
迫
す
る
。

　
補
助
金
の
上
限
設
定
な
ど
ル

　
ー
ル
を
作
る
こ
と
も
必
要
で

　
は
。

③
　
人
件
費
が
半
分
を
占
め
る
。

　
人
員
体
制
の
適
正
化
、
業
務

　
適
正
化
に
つ
い
て
ど
う
か
。

④
　
来
場
者
の
単
価
向
上
を
具

　
体
化
す
べ
き
。

再
問

企
画
商
工
課
長

①　

施
設
等
の
問
題
か
ら
、
通

　

年
の
安
定
的
な
集
客
を
見
込

　

む
必
要
が
あ
る
。
秋
の
イ
ベ

　

ン
ト
も
考
え
て
い
き
た
い
。

②　

産
業
振
興
公
社
の
補
助
金

　

は
事
業
運
営
に
必
要
な
人
件

　

費
に
支
出
し
て
い
る
。

　

毎
年
の
事
業
収
益
を
基
に
算

　

定
し
て
い
き
た
い
。

③　

適
宜
検
証
し
取
り
組
ん
で

　

い
き
た
い
。

再
答

④　

Ｐ
Ｒ
は
必
要
で
あ
る
と
考

　

え
る
。
今
後
増
収
に
向
け
た

　

展
開
を
し
て
い
く
。

て
い
る
。

　
ま
た
、
令
和
６
年
度
事
業
収

支
報
告
で
は
、
収
入
は
村
補
助

金
５
千
７
０
０
万
円
（
55
％
）
、

事
業
収
入
４
千
７
６
１
万
円

（
45
％
）
。
支
出
は
人
件
費
５
千

66
万
円
（
51
％
）
、
そ
の
他
経

費
４
千
８
６
１
万
円
（
49
％
）
。

　
収
支
差
額
は
、
増
益
だ
が
村

補
助
依
存
大
で
あ
る
。
入
園
者

増
数
は
、
４
千
７
１
０
人
で
約

７
．
８
％
増
。
そ
こ
で

①
　
事
業
収
入
の
拡
大
を
ど
う

　
考
え
て
い
る
か
。

②
　
村
補
助
の
依
存
度
低
減
を

　
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

③
　
支
出
の
適
正
化
を
ど
う
考

　
え
て
い
る
か
。

④
　
来
場
者
増
加
を
活
か
す
仕

　
組
み
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

く
。

④　

来
園
者
は
交
流
人
口
で
あ

　

り
、
関
係
人
口
を
移
住
人
口

　

に
繋
ぎ
た
い
。

　
突
然
出
さ
れ
た
ジ
ュ
ピ
ア
ラ

ン
ド
の
ス
テ
ー
ジ
建
設
は
あ
ま

り
に
も
建
設
費
を
要
す
る
た
め

中
止
に
な
っ
た
が
、
無
計
画
な

事
業
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

村
長
は
ジ
ュ
ピ
ア
ラ
ン
ド
は
状

況
を
見
な
が
ら
都
度
実
施
し
て

い
く
も
の
だ
と
言
っ
て
は
ば
か

ら
な
か
っ
た
。
公
社
化
し
た
組

織
に
こ
れ
ま
で
同
様
予
算
を
つ

ぎ
込
む
の
は
見
過
ご
せ
な
い
。

さ
ら
に
、
住
民
の
要
望
に
十
分

に
応
え
ず
、
基
金
へ
の
積
み
立

て
を
優
先
さ
せ
て
い
る
こ
と
も

納
得
の
い
く
行
財
政
の
運
営
と

は
言
え
な
い
。
よ
っ
て
反
対
す

る
。

討
　
　
論

討
　
　
論

高
橋
七
重
議
員

反
対
反
対

　
一
般
会
計
の
歳
入
額
は
前
年

度
比
１
億
円
減
少
し
た
も
の
の
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、
介

護
保
険
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰

り
出
し
金
額
は
、
前
年
度
比
３

８
８
万
９
千
円
円
増
の
２
億
１

千
４
２
７
万
５
千
円
に
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
財
政
調
整
基
金

関
根
　
猛
議
員

賛
成
賛
成

に
、
１
億
４
千
４
０
０
万
、
公

共
施
設
等
総
合
管
理
基
金
に
１

億
円
、
国
保
支
払
い
準
備
基
金

に
１
千
万
円
積
み
立
て
て
い
る

が
、
財
政
調
整
基
金
は
今
後
起

こ
り
う
る
景
気
の
悪
化
や
災
害

時
等
の
支
出
に
備
え
る
も
の
で

あ
り
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理

基
金
は
、
公
共
施
設
の
解
体
や

維
持
費
と
し
て
必
要
不
可
欠
。

一
般
会
計
の
単
年
度
収
支
額
は

５
千
１
８
４
万
８
千
円
の
赤
字

で
あ
る
が
、
財
政
調
整
基
金
を

加
味
す
れ
ば
、
９
千
２
１
７
万

３
千
円
の
黒
字
で
あ
り
、
収
支

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
全
体
的
に
見
て
、
限

ら
れ
た
財
源
を
重
点
的
か
つ
効

率
的
に
配
分
を
行
い
、
村
民
の

生
活
支
援
、
及
び
村
民
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
予
算
執
行
と
思

わ
れ
る
こ
と
、
将
来
の
自
主
財

源
、
依
存
財
源
の
歳
入
減
少
を

見
込
ん
で
の
基
金
積
み
立
て
を

し
て
い
る
事
か
ら
賛
成
す
る
。

　
来
場
者
の
暑
熱
対
策
で
あ
れ

ば
、
樹
木
で
日
陰
を
造
る
、
東

◎
展
望
デ
ッ
キ
に
つ
い
て

令
和
７
年
度
平
田
村
一
般

会
計
補
正
予
算高

橋
七
重
議
員

問

　

あ
じ
さ
い
園
展
望
デ
ッ
キ
は
、

東
屋
を
数
カ
所
整
備
す
る
こ
と

も
検
証
し
た
が
、
東
屋
１
棟
の

整
備
も
相
当
な
費
用
が
か
か
り
、

数
カ
所
の
整
備
は
非
常
に
厳
し

い
こ
と
、
管
理
面
も
考
慮
し
て

判
断
し
た
。

企
画
商
工
課
長

答

　

近
年
の
猛
暑
が
、
熱
中
症
の

発
症
リ
ス
ク
を
高
め
る
要
因
と

も
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
来

園
者
の
健
康
上
の
安
全
面
を
確

保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。

　

来
園
者
、
料
金
収
入
が
昨
年

よ
り
減
少
し
た
こ
と
は
、
熱
中

症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
の
発
令
に
よ

る
影
響
も
あ
る
と
推
測
さ
れ
る

が
、
そ
れ
で
も
多
く
の
来
園
者

が
訪
れ
て
い
る
施
設
で
あ
る
の

で
、
安
全
面
確
保
、
誘
客
拡
大

と
秋
の
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
活
用
も

見
据
え
た
整
備
を
し
て
い
き
た

い
。

企
画
商
工
課
長

答

高
橋
七
重
議
員

　
展
望
デ
ッ
キ
は
階
段
を
使
用

す
る
２
階
建
て
の
造
り
に
な
っ

て
い
る
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
も
考

え
て
い
る
よ
う
だ
が
、
ス
ロ
ー

プ
に
す
る
と
、
さ
ら
に
横
幅
が

必
要
な
建
物
に
な
る
。
こ
れ
で

自
然
に
溶
け
込
む
造
り
に
な
る

の
か
疑
問
で
あ
る
。
こ
れ
も
突

如
出
て
き
た
計
画
で
あ
る
と
し

か
思
え
な
い
。

再
問

企
画
商
工
課
長

　

高
い
場
所
か
ら
眼
下
を
収
め

る
里
山
の
風
景
が
目
前
に
広
が

り
、
下
に
ア
ジ
サ
イ
園
を
み
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が
誘
客

に
も
つ
な
が
る
こ
と
を
踏
ま
え

て
の
計
画
で
も
あ
る
。

再
答

　
あ
じ
さ
い
園
に
は
、
あ
ま
や

関
根
　
猛
議
員

問

ど
り
（
休
憩
・
飲
食
兼
展
望
デ

ッ
キ
）
及
び
東
屋
２
棟
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。
更
に
展
望
デ
ッ

キ
を
新
設
す
る
必
要
性
と
、
あ

じ
さ
い
園
の
開
園
期
間
が
短
い

こ
と
、
令
和
７
年
度
の
来
園
者

及
び
、
料
金
収
入
が
減
少
し
て

い
る
こ
と
等
を
考
慮
し
た
上
で

の
計
画
で
あ
る
の
か
。

屋
を
造
る
方
法
も
あ
る
が
。
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